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O「生涯学習ルームフェスティバル」（視察報告書提出委員：１名）

他地区の活動の様子がよくわかる。大きな発表の場があることで練習にハリとなる。

通年講座が多く行われていることに驚いた。
リーダー、学校との関係もうまくいっていると思った。

【担当課のコメント：市民協働課】

　旭区生涯学習フェスティバルをご視察いただきありがとうございました。
　１０校区で開催されている生涯学習ルームでの日頃の成果を発表する場として開催され、今回
で２１回目となります。作品展、舞台発表、体験教室を開催し、当日はたくさんの方で賑わいま
した。
　この様な成果発表の場は、生涯学習ルームでの学習を通じ地域コミュニケーションの活性化を
図るだけではなく、参加者個人のモチベーションアップや生きがいにつながっています。今後も
こうした活動を通じ、日頃の学習の成果の発表の場として旭区生涯学習フェスティバルを盛り上
げていきたいと考えております。

平成31年3月3日（日）午前10：00～15：00　　旭区民センター大・小ホール

平成30年度予算【55千円】、平成29年度決算【48千円】

区民の生きがいや自己実現につながる趣味・教養に関する学習を通じて、人
と人をつなぐことで地域コミュニケーションの活性化を図っている。フェスティバ
ルは、区内10小学校で展開されている生涯学習ルームの学習成果を発表す
る場として開催している。
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いろいろな年齢層の来場者の多さにビックリ！です。

P「あさひ健康フェスタ」（視察報告書提出委員：１名）

【担当課のコメント：保健福祉課（保健活動）】

　あさひ健康フェスタへのご視察ありがとうございました。あさひ健康フェスタは、旭区三師会
(医師会・歯科医師会・薬剤師会)と共催で長年開催してきました。
　また、地域協議会など地域のみなさまにもご協力をいただき、市民参加のもとで、当イベント
の楽しい企画を考えていただきながら、市民が気軽に参加でき、年齢に関係なく、誰もが健康に
関心を寄せていただける大きなイベントとなってきました。
　今後とも地域の皆様のご意見をお聞きしながら、実行委員会形式で、より充実した企画・運営
ができるように努めてまいりたいと思います。

３月９日（土）13:30～15:30・旭区民センター全体

平成３０年度予算【１３７千円】、平成２９年度予算【１６９千円】

　医師会・歯科医師会・薬剤師会及び校下地域活動協議会をはじめとした各
種団体と協力・連携し、地域の特性を活かした健康づくり啓発イベントとして、
大阪市全体で全区同様に実施している事業。旭区では旭保健所時代より健
康フェスタとして継続して開催している。（平成２９年度来場者数６２８名）

乳幼児～高齢者まで幅広い対象に対応された内容であること。また、ファミリーコンサートや演
舞など楽しいイベントもあったこと
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【担当課のコメント：保健福祉課（子育て支援）】

　ご視察とバルーンアートでのご協力に感謝申し上げます。
　さて、里親シンポジウムは、こどもの人権という観点も含め、人権担当と子育て支援室が協働
で今年が初めての試みでした。
　里親について、まだまだ、制度が一般に知られていない中で、今回は広く里親のことを知って
いただきたいと思い、子育て世代から高齢者まで、楽しみながら、里親という制度を理解してい
ただけるようなイベントとして開催しました。
　平成31年度についても第2回のシンポジウムを企画しているところです。今後とも里親啓発の
推進に取り組んでいきたいと考えていますのでご協力のほどよろしくお願いします。

Q 第１回「あさひあったか里親家族づくりシンポジウム」（視察報告書提出委員：１名）

３月16日（土）　12:00～16:00・旭区民センター

平成30年度予算【258千円】　※H30新規事業

様々な理由から親の養育を受けられない子どもたちの人権を守るという観点か
ら里親制度を知ってもらうことで、里親子への正しい理解、差別や偏見の解消
を図り、また地域や社会において子育てを行う意識を高めることを目的とし
て、演劇、映像上映、講演、座談会などを含むイベントを開催する。

多くの人に来てもらうには難しいテーマだったと思いますが、フロアイベント・コンサート等々
そして、学校でのチラシ配布なども行われその効果か親子連れの方も多く来場されていると感じ
ました。
まず一回目の知ってもらう、という点ではよかったのではないでしょうか。

私はバルーンアートの担当をしていたので第1部を少し見ただけですが、寸劇も交えた“里親”
の解説はより分かり易く、たいくつさせない良い工夫だと思いました。“ためし”の行動を知ら
せたのはよかったです。


